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今日的な課題になってきた人倉が自然に学習する
のを待つのではなく，積極的にトレーニングするこ
とが期待される時代が到来したのである．
もっとも，「対人関係」を改善するための試みは，
それほど目新しいものではないたとえば，グルー
プ・ダイナミックスの創始者であるLewin，Ｋらが
開発した「感受性訓練」は，その噴矢とさ鋤る。ま
た，Roge麓，Ｃ・の提唱する「エンカウンター。グ
ループ」は，今日でもその名が知られている．われ
われも，こうした流れの中で「リーダーシップ・ト
レーニング」鰯開発と実践を進めてきた（吉田
1975)．初期の「感受性訓練」や「エンカウン
ター,グループ」では，道具鰯使用を避ける傾向が
見られた．とくに「感受性訓練」ではョ「いま，こ
こで」が重視され，予漁設定された課題すらないと
いう状況を作り出していた。そうした中で，われわ
れは道具を使わないトレーニングの意義と効果につ
いて疑問を持った。日本人には道具を使砂ながら，
リーダーシップや対人関係の改善を目指すことが現
実的だと考えたのである。実際，道具を使わず直接
的鞍対人関係だけに焦点化することによるストレス
は相当のものがあったと思われる。その結果として：
「感受性訓練」で自殺者が出たこともある．こうし
た中で，われわれは「道具」の必要性を強調した．
何もない，「いま､ここで」の状況設定は，日本人
の文化には適用できない．さまざまな民族や宗教な
どが併存するアメリカでは，相互理解のために直接
的なコミュニケーションが必要になると思われる
ぞの心情が暖昧鞍ままでは，相互理解もでき救いか
らである．しかし，わが国では，そうした文化的な
状況にはない。鱒互いの発想や行動について，暗黙
の了解が成立している。それほどストレートに表現
しなくても，相互の理解は可能なのである，こうし
た発想に基づいて，われわれは「道具」を使った卜
集団の中で生きているわれわれにとって，対人関
係の改善＊向上は，いつの時代にも重要な課題であ
り続けてきた．しかし燕がら，世界が開放的になっ
たにもかかわらず，人と入どの直接的なコミュニ
ケーションは減少していることが懸念される。’情報
社会は，遠くに離れた人間とのコミュニケーション
を可能にした．当初は高価で，一般人の使用は不可
能であったコンピュータや携帯電話も，いまでは大
人から子どもまで所持する普通の道具である。そし
て，それなくしては日常生活に困難をきたすほどの
状況が生まれた．その一方で，そうした変化が人と
人との関わりをますます希薄化している．付き合う
相手が限定され，自分が気に入った人間とだけ＝
ミューケーションを交わすといった事態が問題を起
こしている。それと相まって，うまｆ関わること“
でき議し､人間に対する寛容さは失われていく。自分
と波長が合わ鞍い人間とは付き合わない。また，ど
うしても接触を持たねばならない場合には，些細燕
意見の食い違いでも，相手を傷つけたり死に至らし
めるほどの暴発的な反応をすることになる。そもそ
も，対人関係承キルの改善は意識的な「教育」や
「働きかけ」の対象ではなかった。それは，社会の
中に生まれ，成長する過程を通して自然に身につく
こと力潮待されていたのである。もちろん，小学校
でも「みんな仲良く」といったスローガンが唱えら
れてはいた。また，道徳においても「人と人との関
わり」の重要』性が強調されるなど，「対人関係」を
良好にする働きかけも行われてきた。しかし，意識
的に「対人関係」を「トレーニング」するという試
みが定着していたわけではない．こうした中で，す
でに見たように，「対人関係」の改善は，文字通り
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対人関係トレーニングの開発と実践(1)
レーニングが効果的であると考えた．ここで「道
具」と言う場合，その範囲はきわめて広いトレー
ニングで用いられる討議過程を振り返るシートなど
はその典型である。トレーニングを設計する前提に
なっている「理論」そのものも「道具」と位置づけ
られるさらに，プログラムを実施する中心人物で
あるトレーナーも，また重要な「道具」なのである。
こうした対人関係トレーニングに対する考え方を
基礎にして，われわれは多くの道具を開発しながら
プログラムを設計し，実践を展開してきた。本稿で
は，典型的なトレーニング・コースを紹介するとと
もに，その中で使われる「道具」について解説を加
える＿
とがわかる．トレーニングのプログラムは‘それを
企画するごとに検討している。もちろん，公開講座
という枠組みの中で設計するのだから，その基本的
な内容は変わらないしかし，参加者は個々のト
レーニングで違って孵る‘その意味で，トレーニン
グを企画し実践する者としては，参加者とはいつも
新たな出会いをすることになる。したがって､その
内容が同じであっても，トレーニングの流れはいつ
も独自のも鰯なのである．この点がトレーニングの
特徴であり，それに関わるものにとって，そのこと
が大きな魅力でもある，トレーニングは生き物なの
である。こうした考え方で，われわれ自身も絶え間
家<トレーニングの改善にエネルギーを投入してき
た．こうして，厳密な意味でまったく同じトレーニ
ングはないのである。そこで’典型的燕例として$
ここでは1992年度に実施した第１回目のトレーニン
グのスケジュールを挙げておこう（図１）。
当初は３日連続のスケジュールでスタートした公
開講座「リーダーシップ・トレーニング」だが，
2002年にコース全体に関わる大規模な変更を加えた。
それは全体を「基礎研修」と「フォロー研修」の=
●のパートに分けたことである。これは，われわれ
がすでに開発し実践をすずぬていた方式（吉田ほか，
1995）で，それを公開講座に導入した鰯である（図
２)．
それは，トレーニングの効果を最大限に高灘よう
という発想に基づいたものである．まず，「基礎研
修」で，リーダーシップに関する基礎的な知識と，
その改善に求められるスキルを身につけるための学
習を進あるその後に，日常の場で実践す患目標を
立てる。この段階で「基礎研修」が終了する．そし
て，「基礎研修」後には設定した目標を日常の場で
実践することになる．この期間はおよそ３ヶ月間で
ある。その後に，「フォロー研修」が行われる。そ
の前に，行動目標が達成されたかどうかについて調
査を実施する．ここでの評価者は，部下や周りの
人々である．受講者たちは，匿名で得られた回答を
「フォロー研修」に持参することになる．そして，
この調査結果について分析・検討を行うのである。
こうした，「基礎研修」「フォロー研修」の組み合わ
せは，①期間中の現実場面における行動実践が含ま
れ，②それについて他者からの評価が得られること
から，１度で終了する研修システムよりも大きな効
果が斯待されると思われる。もっとも，この方式は
「公開講座」独自のものではないたとえば，熊本
市教育センターが主催する「教職10年経験者研修」
に鵜いても，そのスタート時から，こうしたスケ
ジュールが導入されている．この研修では，児童。
公開講座
公開講座「リーダーシップ・トレーニング」は，
熊本大学教育学部の公開講座として，1992年度に第
１回目を実施した。その後，バージョンアップを繰
り返しながら，2005年度に減受講者の累計は1,0,0
名を越えるに至っている（表１）。
本稿では，この「公開講座」の全体的な流れとそ
の具体的なスケジュール巻追いながら，各パーＭヅ
意義や目的，そこで使われる道具の意味と使用法を
解説するとともに，その効果について検討する。
公開講座の全体スケジュール
公開講座「リーダーシップ・トレーニング」は
1992年度の開講から1,年間は連続３日間のコースと
して実施された。３日間は21時間で構成されていた。
その後にスケジュールの変更を行ったが，終了時に
実施した調査結果等から，参加者たちに一定のイン
パクトを与えていたことは明らかであった（吉田
1999,2002,2003,2005)。また参加者の状況とし
ては，看護師を中心に，同じ組織から参加する者が
多く見られた．さらに，定期的に行われる教育の一
環として，本講座を組み込む組織も出てきた．と，,
点からも，講座がもたらす効果が評価されていたこ
表１公開講座「リーダーシップ・トレーニング」
受講者数
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図１公開講座「リーダーシップ・トレーニング」スケジュール
生徒が教師を評価することになる．
これから，典型的な公開講座のスケジュール露示
した図１をもとに，時間を追いながらその内容につ
いて紹介していく．
公開講座第１日目
オリエンテーション
どんな研修も，一般的にはオリエンテーションか
ら始まる．参加者や受講者は講座に対する期待に胸
をふくらませているかもしれない．一方で，会社の
業務命令で仕方なく出席してい騒者がいる可能性吟
ある．それは，個々人の状況に依存することであり，
実施する立場の人間が関知することではない．この
時点で重要なことは，参加者たちに研修を受けよう
という気持ちを持ってもらうことである．その意味
で，「必ず成果が上がる」といった，過大な期待を
高めるような話をすることは控えるべきである．そ
の一方で，「厳しい研修ですから覚'悟してください」
などと，はじめから緊張を招くようなことを言う必
要もない．ここでは，これから始まる研修の目的と
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対人関係トレーニングの開発と実践(1)
時間の過ごし方について，淡々と伝えることが重要
だと考える．
そこで，公開講座は，図２を提示しながら，全体
の流れを説明することからはじまる．前後２回の研
修が組まれていること，職場での実践活動も含まれ
ており，受講者の行動に対する他者評価があること
が強調される。大学の広報やホームページを通じて，
講座の概略は紹介している．しかし，自分が他者か
ら評価されることについては，すべての受講者が
知っているわけではない．そのため、スタート時の
説明を聞いて，「他者評価までするのか」といった
困惑の表情を浮かべる者もいる．しかし，その意義
と必要性を説明することで，他者評価については理
解を得られるようにしている．
コンサートにおける歌や演奏についても同じこ
とだ．その点では，大学の公開講座などは，
鑿商品的尋な意味合いがそれほど澱いわけでは
ない．しかし，発言内容そのものが個性的なも
のである．その意味で，声や映像をコピーし，
本人の了承なしで使用すれば，著作権の侵害に
較ると考えられる．これに加えて肖像権の問題
もある．さらに，個人情報保護法との関わりも
考えておかねばならない今日では，授業の模
様を撮影した写真についても，公表する際には
十分な注意が必要である．生徒や学生の顔が
写っている場合は，個々人の了解を得ておかな
ければならない．対象が未成年者であれば，そ
の保護者から許可を得る必要がある．こうした
理由の他に，自由な雰囲気で話を進めるために
録音等を断ることもある．これは，不用意に問
題発言をすると困るからということではない
情報を提供する際には，その場，その時に合わ
せて具体的な事例を挙げたり，名前を引用した
りすることがある．そうしたことは，受講者た
ちの理解に役立つことを考えて現実にはよく行
われている．状況に応じて，笑い話を入れるこ
ともある．そうした場合に，その一言一句を記
録されていると、発言に際して自由な雰囲気が
押さえられがちになるのである．それは，日ご
ろはユーモアあふれる話をする人が、放送にな
ると急に1慎重になる状況と似ている．
③携帯電話のご使用はお控えください
こうした依頼を事前に行う必要があるのは，
いかにも今日的である．それでも，突如として
携帯電話の大音響が響き渡ることがある．その
音色も多種多様である．本人は慌て，周りは冷
たい目で見るこの事態は，なかなか解消しない
講座期間中のお願い
全体の流れについて解説した後に，図３を提示し
ながら，「公開講座実施に当たってのお願い」をす
る．
①講座で使用する道具などは，そのままの形で
はお使いになれません
近年は，著作権についてのトラブルも頻繁に
発生しているとくに，研修等で使用された
シートなどが，そのままの形で印刷物に掲載さ
れたり，研修で「活用」されることも少なくな
い．それを開発した者としては，自らのアイデ
アがひろく使われることは歓迎したい．しかし，
それと同時に，そのノウハウは十分に尊重され
るべきでもある．その意味で，使用に際しては
開発者の許可を得ることは，最低限のマナーで
ある．それだけではなく，それぞれの組織や職
場で状況は異なっている。自分たちの環境に適
したものを工夫することが大いに期待されるの
である．
②講座では録音･録画等の記録はご遠慮ください
研修や講演を業としている人々にとっては，
話す内容そのものが蕊商品蔓である．これは，
受講に当たっての心構え
仕事の場から離れたところで勉強するのだから．
受講者には楽な気持ちで参加することを勧める．そ
うした点を含めて，受講中の気持ちの持ち方や時間
の過ごし方，さらには講師側の行動について説明す
る（図４)．
①リラックスして，緊張しましょう
トレーニングの場は日常から離れている。そ
こでは，対人関係についての様点な試みに挑戦
することができる．自由な雰囲気の中で自分自
身のあり方を探ることによって，リーダーシッ
プの改善が期待されるのである．いわゆる感受
性訓練では，トレーニングの場を菫文化的孤島
（cultura］ｉｓland）菫と呼んでいる．現実の仕事
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図２公開講座の流れ
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や対人関係のしがらみから離れた孤島だと考え
るのだ．しかし，そこは何もない不自由な生活
を迫られる島ではない．あくまで，対人関係に
ついての理解を深め，実践力を身につけるため
の文化的な孤島なのである．その意味で，まず
は参加者たちがリラックスすることが期待され
る。しかし，同時にトレーニングの目的はあく
までリーダーシップの改善である．それは，毎
日を過ごす集団における課題であることはいう
までもない．また受講者によっては，所属組織
から受講料のバックアップを受けたり，出張と
して認知されている者もいる．その場は間違い
なく重仕事雪に直結した場なのである．した
がって，リラックスするとともに．真剣な気持
ちでトレーニングに参加することも強く期待さ
れているのである．こうして，曇リラックスし
て緊張する薯という相反する気構えを持つよう
な依頼をすることになる．
②主役は参加者，スタッフはそのお膳立て役を
します
トレーニングの主役は参加者である．このこ
とを強調する．トレーニングを設計し，細かい
道具の作成から準備まで，そのすべてを主催者
が行うことは言うまでもない．しかし，トレー
ニングでリーダーシップを改善するのは受講者
たちに他ならない．その意味で，「自分たちが
主体的に参加し，行動を変える」という意識と
意気込みがなければ，トレーニングは成功しな
いのである．こうしたことから，プログラムの
内容そのものも，受け身的になりがちな講義で
はなく，グループワークを中心に構成している
現実の問題として，午後２時前後を中心に疲れ
が出てくる，これは，生理的な問題である．こ
うした壁に対応するために，そうした時間帯に
は積極的な参加が求められるグループワークを
意識的に導入する．
③行動中心，自分の問題として自主管理しま
しょう
トレーニングでは，受講者が積極的に参加
することが期待されている．スケジュールの
設計にあたっても，受講者が受け身的になら
ないように配慮されている．すでに途ぺたよ
うに，重参加者は主役ですミと強調するのも，
そうした意図の表れである．そこで，いわゆ
る講義のような一方向的な情報提供はコンパ
クトにまとめることにしている．その代わり
に，グループによるディスカッションや課題
の遂行に重点が置かれる．午後の時間帯には，
睡魔も襲ってくる．それは受講者の気持ちで
乗り越えることもできるだろうが，そうした
心理的な努力だけでは如何ともしがたい生理
的な問題でもある＿これに対応するために，
公開講座実施に当たってのi繊頚い
ｄ講座で使用する道具などは､そのままの形ではお便WW障霧
れません。
著作権保護上､単純にｺﾋﾟｰをお使いになると､問題が生じることがあります。
みなさま方で独自のアイディアをお出し下さい。
。講座では録音｡録画などの記録は､ご遠慮下さい。
き(営欝ii鱒濯艤農雛鰯i瀧譲鶴:鰯轤艤il｣！
ともあります。
。講座中は携帯電話のご使用をお控え下さい。
携帯電話のご使用は､他の参加者にご迷惑をおかげします｡電源を切るかマ
ナーモードでお使い下さい。
図３公開講座実施に当なってのお願い
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この時間帯には講義など受け身的なものは避
けて，グループワークを組み込んでいく．い
わば受講者参加型の行動セッションである．
ここでは，参加者の積極的な行動を促すこと
に重点が置かれている．
④時間は状況によって調整しますが，自分たち
でチェックしましょう．タイムキーパーを決め
よう
講義中心のスケジュールであれば，時間管理
はスムーズに行われる．しかし，受講者を主役
として，集団による課題解決などに重点を置く
場合は，時間のコントロールが難しくなる。あ
る課題を達成する場合でも，個人差やグループ
による違いが出てくるのである．そうした事態
を前提にした上で，基本的な時間管理は受講者
の責任という点を強調しておく．「時間管理」
そのものが，リーダーシップにとって重要な要
素なのである．
⑤個人差は大きいことが分かります．なぜ「早
いのか」「遅いのか」いろいろ考えましょう．
早く終わってもすることはいくらでもあるもの
です
トレーニングには，自分について知らせるた
めに情報をまとめるなど，個々人で行う課題が
含まれている．この際に，どうしても個人差が
出てくる．多くの場合，開始時には終了時間を
提示するが，それはあくまで標準的な目安であ
る．そこで早く作業を終えたメンバーは，しば
らく待つことになる．その間に，ぼんやりした
り，退屈しているという雰囲気を漂わせる者も
いる．こうした事態が起きることを考えて，事
前にこのようなメッセージを伝えておくのであ
る。蕊自分が作業を早く終えたのはなぜか．自
分にまとめる力があるからか，それとも仕事が
雑なためか篭．そうした分析をすることにも，
それなりの意味があることを強調するのである
⑤集団を通して学習が進みます．集団を大切に
考えます．感受性を磨きましょう．メンバーに
どんな影響を与えているでしょうか．そのとき
自分はどんな気持ちでいますか
リーダーシップを含む対人関係を改善するた
めには，自分が他者に与える影響力を認識する
力を身につけることが欠かせない。これが，い
わゆる対人感受性である．自分だけの思いや意
思で行動していては，周りのものから受け入れ
られることはないそこで，自分の行動が他者
に与えてし､る影響を意識しながら行動すること
が必要になってくるのである．こうした感受性
を身につけ，日常の生活場面でも意識化できる
力を体得することは，トレーニングの重要な目
的に含まれる．もちろん，他者に対する影響を
与えている際の、自分自身の気持ちや考_え方に
i;し＃寺皇ﾝｸﾞ鞄fjijl識i：
､、リラックスして、緊張しましょう。
2.;主役ほ参加者幻スタッフはそのお膳立て役です。
３．行動中心、自分の問題として自主管理しましょう。
４麺騨楪tZ5糯坏蔑竺ﾊﾟ亘蕪膝ぅ。
昼鱸蟻嚥鰹蹴雑繍織蕊墨…,
｡篝護艤鑿鑿繍累：蕊
7'謁塩鶴|藷総鑿澆は欝蒋か。
ａで鰡弓懸罐諦雑轤鵺?織繧方で
g魂データを取ることもあります。すべてフィードバックします。
鶴鶴諜鑑幽埜弊と錯錦蕊ID． ｂです。
図４公開講座受講の心構え
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ついても注意深く振り返っておくことが求めら
れる。
⑦メンバーからはどんな影響を受けていますか
そのとき相手はどんな気持ちでしょうか
対人感受性は，自分が他人に影響を及ぼして
いるときだけ必要に載る鯵ではない．人は，他
人からも時為刻々と影響を受けている．そうし
た影響について，客観的に冷静に自分を見つ瞼，
振り返る力を持つことも，また欠かせないので
ある．しかも，そのときに影響を与えている相
手”気持ちや行動の動機についても，冷静な判
断，推測をすることが重要である。こうした
「気づき」が対人感受性の向上・改善に大きな
力を持ってくることになる。
⑧スタッフはスケヅュールの調整などのため
後方でしゃべったりしますが気にしないで<篭
さい
トレーニングはあたかも生き物”ようである,
事前に一応のスケジュールは決めているが，こ
れがそのままの形で展開されることは極めて少
載い，むしろ例外的だと言った方が正確である。
集団の動きに伴って，コースの入れ替えや提供
する情報の変更も行われる。そうした事態に対
応するた齢に，トレーニングを進あるスタッフ
たちは，絶え間なく意見交換を行う．それも控
え室などといった隠れた場ではなく，グループ
の状況を見えるところで話し合うのである．こ
うしたことから，参加者たちには，トレーナー
たちが時と場所を選ばず時間つぷしをしている
ように見えること蝿ある．そこで，こうした行
動を気にせず！自分たちの課題に専念すること
の重要性を伝えるた錨に，事前に説明しておく
のである．
⑨データをとることもあります。すべてフィー
ドバックします
受講者はトレーニングの中でシートに記入し
たり，リーダーシップについて相互に評価を
行ったりする．ここでは牙そうした情報やデー
タはすべて必要な道具として使用されることを
確認している．ただし公開講座の場合は，大学
が行うアンケートの依頼をすることがある。こ
れらは当然のことながら回答を回収する。その
ほとんどは講座の修了時に実施されるが，この
種のものは例外であることを予め伝えておく必
要がある。
⑩他グループとの接触も大切にしたいものです。
休憩時間も大事なコミュニケーションの場なめ
です
公開講座のように参加者がオープンに募集さ
れる場合は，他の職場で働く人たちから情報を
手にすることができる．これは，大きなメリッ
トである.しかしｲｸﾞﾙｰﾌﾟができてしまうと,
コミェニケーションがその中に限定されてしま
いがちになる。廷こでは，休憩時間も含めて積
極的な情報収集にも努ぬることを勧めているの
である。もっとも実態としては，課題や内容が
多く，こうした情報交換は＋分にできてはいな
い。しかし，そのた簿に休憩時間を延長したり，
特別の時間を設定すること増むずかしい
情報提供
トレーニングは「情報提供」から始まる．大がか
り態研修では「基調講演」などとも呼ばれる．その
場合は，それなりの業績を持った人物が特別に講演
すること忠ある．しかし，われわれはトレーニング
の主役は参加者であるという立場から，トレーニン
グを設計する。講演会ではないのである。そこで，
ここでもタイトルはあくまで「』情報提供」にしてい
る。もちろん，状況によっては，「講演」や「講義」
というタイトルを使うこともある．
公開講座の場合は，「グループ。ダイナミックス」
の紹介を交え較がら１時間30分から２時間程度の情
報提供を行う．その具体的な内容については別の機
会に譲る．
ウォーミングアップ・セッション
グループ分け
トレーニングではグループの力を可能な限り活用
する。公開講座の場合は，第１日目の午後に，受講
者たちはグループに分か鋤ることになる．グループ
に分ける際の確固たる基準はない。基本的には，可
能な限り「異質的」鞍構成にすることを考える．た
とえば，職場が同じ参加者は異なるグループに所属
することが原則である｡そのほか，」性別や年齢など
も，グループ活動に影響を与える可能性がある．現
実としては，性別には留意するが，そのほかの点に
ついては，それほど迄だわらない。その分け方は単
純で‘参加者数から割り出したグループ数を参加者
たちに提示し，着席している順に＄「１，２，３，
…」と声を出して言ってもらう。それが，自動的に
所属グループ番号に載る。最初に座席に着いたとき
は，お互いに知っている同士が隣り合わせになって
いたり，近くにかたまっている．はじ滋て来た場所
での行動としては，当然のことである。そこで，着
席順にグループ番号を振ってしきけば，結果として身
近なものが別鰯グループに分かれることになる。
－１８５－
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新しいグループができると，まずは自己紹介が行
われる．何をするにしても，少なくともお互いの名
前は知っておく必要がある．だから，自己紹介は欠
かせないというわけである．それは当然として，自
己紹介の際にもリーダーシップが求められることは
疑いない．そこで，単なる自己紹介ではなく，
ウオーミングアップそのものを対人関係スキルの向
上に結びつけることを考えた．それが，「自分を知
らせる，他人を知る．そして，自分を知る」と名付
けたグループワークである．対人関係にかかわるス
キルを身につけようというのだから、ただ「自己紹
介を始めて下さい」というわけにはいかない．そこ
で，まずは「自分を知らせる」台本を作ることにす
る。あらかじめ自分がメンバーに提示する情報を整
理しておくのである．そのために，「自分を知らせ
るシート」を準備する．ここで取り上げるテーマに
条件はない．ただし，メンバーがグループを組んで
初めての会合であることを考慮して，あまり立ち
入った内容にならないようにすべきである．そこで，
代表的なものとしては，「私の名前は…」「私が子ど
ものころは…」「私の職場は…」などが挙げられる．
この他，参加者の属性や置かれた状況によって，
様々なバリエーションを考えることができる．たと
えば，教育実習前後の学生たちの場合，「実習に出
かける今の気持ち｣，「実習を終えた今の気持ち」
「実習中に嬉しかった（悲しかった）こと」といっ
たタイトルで，多くの情報が提供される．また，組
織の安全や事故防止に焦点を当てた研修では，「私
のヒヤリハット体験」「事故防止のために実践して
いること」なども使うことができる．
ところで，テーマ提示のタイミングについても，
いろいろな試みを行ってきた．現在は，３つのテー
マを予め提示して，「自分を知らせるシート」と名
付けた「台本」にメモを取る方式をとっている（図
５)．「各テーマについて，１分で自分を知らせるメ
モを作りましょう」という説明を付けている．それ
ぞれに３～５分程度の時間を設定する．これによっ
て,参加者たちが，自分に関する情報を準備できる
と考えているわけである．
こうした方法とは別に，「自分を知らせる…」グ
ループワークの流れに応じて，テーマを黒板などに
書いていくという方法を取っていたこともある．こ
の場合には，あらかじめテーマを黒板に提示し，グ
ループワークを進めていくことになる．このときも，
テーマ提示の仕方について検討の余地が残されてい
た．まずは，１情報交換をはじめる前にテーマのす
’ ’◇自分を知らせるスキルを畠につlﾌﾟぎす◇それそ↑hmOq司自につｂＴＥ１笏で知らせるメモを作りましょろ
⑥
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図５私を知らせるシート
べてを一度に提示することが考えられる．これに対
して，時間の経過とともにテーマを１つ１つ個別に
提示していくことも可能である．最初のテーマが終
わったころを見計らって，次の内容を提示するので
ある。このグループワークを導入した際には，筆者
は意識的に後者を採用していた．すべてを一度に提
示すると，まだ決められた時間になっていないうち
に，つぎのテーマに進んでいこうとするグループが
出てくるのである．最終的には「自分を知らせる」
ことができればいいと考えがちだが，それではメン
バーの持ち時間に差が生じ､やすくなる。これは単な
る「自己紹介」ではないそれは，「自分を知らせ
る，他人を知る．そして，自分自身を知る」ための
スキルを身につけるグループワークなのである．そ
のことを強調しながら，個々人の持ち時間を尊重す
るように促す．
この考え方は，シートに情報を書く方式になって
も変わらない．各テーマはメンバーのペースを見な
－１８６－
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がら，ひとつずつ提示していく．最初にすべてを示
せば，個人差が出始める，そして，最後のテーマの
内容を書き終えるまでの時間差は大きくなってしま
うのである．一定の時間をおいてひとつずつ提示す
ることで，メンバーのペースを合わせることができ
る．こうしたことは，トレーニングの効果に影響の
ない些細竃ことに思えるかもしれないしかし，早
く書き終えた者は，退屈な様子詮見せることもある．
そうなると，トレーニングの場から緊張感が失われ
てしまう．このように，小さな点にも配慮し，それ
が与える影響を考慮しながら，トレーニングの進め
方に工夫を凝らしていくことが剣持されるのである．
③大きなジェスチャー
ジェスチャーによってコミュニケーション⑳
内容が豊かさ蓬増す＿ここで，「大きな」とい
う修飾語を付ける必然性はないがザ研修の場で
はこうした表現を用いた方が参加者たちに与え
る印象が強くなる．ともあれ，笑顔もジェス
チャーも，いわゆる非言語的な道具として，対
人場面におけるコミュニケーションには欠かせ
ない。
なお，時間的な余裕があれば，この３点を参加者
たちが当てるというゲーム的な試みを導入すること
もできる。ランダムに３人を指名して，彼らだけに
３点を見せる．そして，それぞれの条件を踏まえて
デモンストレーションを行うのである．その際，
「どんなことでもいいから，１０秒間で自分をアピー
ルする」よう依頼する．彼らは，挙げられたポイン
トを「強調」するバージョンと，「無視」するもの
を，メンバーたちの前で実演するのである．この２
つのデモンストレーションを受けて，参加者たちが
そのポイントが何であるかを当てることになる。こ
れ詮実際にやってみると，多くの場合？参加者たち
は３つのポイントを当てることができる．文章化す
ると，きわめて単純な手続きではあるが‘こうした
小さな試みを導入することで，研修の場が和やかに
なる効果が得られる．
まとめ
本稿では，筆者が実施している公開講座Ｊリー
ダーシップ。トレーニング」の流れに沿いながら，
「対人関係トレーニング」の内容の一部について紹
介したその記述に当たっては，具体的な提示物や
道具の使い方に焦点を当てた。ここでは，「対人関
係トレーニング」について`情報を提供するとともに：
ある種のマニュアルを作成することを基本的な目標
にしている．「公開講座」に限定しても，プログラ
ムは３日間にわたっており，その詳細を伝えるため
にウオーミングアップの部分について述べるに止
まっている。今後，これを継続することによって,
多くの人々蘂が「対人関係トレーニング」を実践でき
るようになることが期待される。
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